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リチウムイオン（Li）蓄電池等の処理の流れ 令和８年７月時点
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リチウムイオン（Li）蓄電池等の保管状況　（参考）

※Li蓄電池等の分別収集は令和８年度から開始されたものであり、４～６月の３ヶ月間で10缶ペースである。

　なお、構成市町村のうち会津若松市は令和８年７月から拠点回収開始のため、今後の貯留ペースは変化する可能性がある。

組合

小型家電のうち

Li電池等を分解

処理委託先へ搬出（搬出１回につき18缶目安）

燃やせないごみから分別した小型家電

（5×5mヤード内に保管）

Li蓄電池等の保管状況※

18缶ごとに搬出

水銀使用製品（蛍光灯等）も分別収集

の対象とし、別途保管している

→

燃やせないごみに混入した

小型家電、Li蓄電池（内蔵製品含む）および乾電池等の分別

密閉式のドラム缶（200L）にて保管

構成市町村

小型家電、Li蓄電池
※
および乾電池等の分別収集・保管【拠点回収】

※テープで絶縁して絶縁処理するよう周知

リサイクル

業者へ引渡し

リサイクルマーク有、引き渡

し可能なLi蓄電池は

リサイクル事業者へ引渡し

引渡し不可及び変形等の

あるLi蓄電池は別途保管

環境センターへ搬入

破砕処理
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